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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 1日 (2005.9.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 冷 却 塔
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 部 水 槽 の 下 方 に は 、 充 填 材 が 配 置 し て あ り 、 上 部 水 槽 の 内 部 は 外 気 取 り 入 れ 口 部 の 幅
方 向 で 少 な く と も ３ つ の 領 域 に 区 分 さ れ て い る 冷 却 塔 に お い て 、
　 前 記 外 気 取 り 入 れ 口 部 は 、 前 記 上 部 水 槽 の 区 分 さ れ た 散 水 域 に 対 応 し て こ の 幅 方 向 で 少
な く と も ３ つ の 領 域 に 区 分 さ れ 、 少 な く と も ２ つ の 領 域 に あ る 外 気 取 り 入 れ 口 部 は 取 り 込
み 量 が 調 整 可 能 な も の と し て あ る こ と を 特 徴 と す る 冷 却 塔 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 冷 却 塔 の 外 気 取 り 入 れ 口 部 は 外 気 流 方 向 で 前 後 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た ２ 重 ル ー バ
ー か ら な り 、 そ の 少 な く と も 一 方 が 開 閉 度 調 整 可 能 と し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は ２ 記 載 の 冷 却 塔 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 取 り 込 み 量 が 調 整 可 能 な 外 気 取 り 入 れ 口 部 に 、 間 隔 を 置 い て 配 列 さ れ た 複 数 枚 の ル
ー バ ー 羽 根 が 設 け て あ り 、 各 ル ー バ ー 羽 根 が そ れ ぞ れ 軸 線 周 り に 回 動 可 能 と し て あ り 、 そ
の 開 閉 度 を 調 整 可 能 と し て り 、 前 記 開 閉 度 を 調 整 可 能 な ル ー バ ー 羽 根 の 内 側 に は 、 開 閉 不
動 の 第 ２ ル ー バ ー が 冷 却 塔 の 機 枠 に 固 定 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 冷 却 塔
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 取 り 込 み 量 が 調 整 可 能 な 外 気 取 り 入 れ 口 部 は 、 全 外 気 取 り 入 れ 口 部 の 左 右 両 側 部 分
に 対 称 に 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 冷 却 塔 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ２ 重 ル ー バ ー 間 に 空 間 が 形 成 さ れ 、 こ の 空 間 は 、 前 記 上 部 水 槽 の 区 分 さ れ た 散 水 域
に 対 応 し て こ の 幅 方 向 で 少 な く と も ３ つ の 領 域 に 区 画 板 に よ り 仕 切 ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 冷 却 塔 。
【 請 求 項 ６ 】



　 前 記 充 填 材 は 、 前 記 上 部 水 槽 の 区 分 に 対 応 し て 前 記 ル ー バ ー の 幅 方 向 に 少 な く と も ３ つ
の 領 域 に 区 分 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ ま た は ５ 記 載 の 冷 却 塔 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 上 部 水 槽 を 区 分 す る 仕 切 板 に は 、 隣 接 す る 散 水 域 を 択 一 的 に 連 通 、 遮 断 す る た め の
開 閉 可 能 な ゲ ー ト が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ ま た は ６
記 載 の 冷 却 塔 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 上 部 水 槽 を 区 分 す る 仕 切 板 は 、 水 位 が 高 い 場 合 に は 水 没 す る 堰 と し て あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ ま た は ７ 記 載 の 冷 却 塔 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 冷 却 塔 に 関 す る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 に お い て は 、 上 部 水 槽 の 下 方 に は 、 充 填 材 が 配 置 し て あ り 、 上 部 水 槽 の 内 部 は 外 気
取 り 入 れ 口 部 の 幅 方 向 で 少 な く と も ３ つ の 領 域 に 区 分 さ れ て い る 冷 却 塔 が 公 知 で あ る 。
　 こ の 種 の 冷 却 塔 に お い て は 、 全 充 填 材 上 に 散 布 さ れ る 散 布 水 の 状 態 に 応 じ て 冷 却 塔 の 発
揮 す る 冷 却 能 力 は 大 き く 左 右 さ れ る 。
　 例 え ば 、 全 充 填 材 上 に 散 布 さ れ る 散 布 水 が 少 な く 、 外 気 と の 接 触 面 積 が 極 端 に 減 少 す る
と 、 湿 球 温 度 が 上 が っ た 場 合 冷 却 能 力 が 不 安 定 と な り 低 下 す る 。
　 こ の 不 安 定 さ を 改 善 す る た め に 、 全 風 量 を 一 定 と し て 、 前 記 上 部 水 槽 の 散 水 域 を 減 少 さ
せ 、 散 水 さ れ る 充 填 材 の 領 域 を 狭 く し 、 散 水 さ れ る 領 域 で の 充 填 材 の 単 位 面 積 当 た り の 水
量 を 確 保 し 、 前 記 散 水 さ れ る 充 填 材 の 領 域 で の 冷 却 能 力 の 安 定 化 を 図 っ て い る 。
　 前 記 の よ う に 前 記 上 部 水 槽 の 散 水 域 を 減 少 さ せ 、 散 水 さ れ る 充 填 材 の 領 域 を 狭 く し 散 布
領 域 に お け る 水 量 を 確 保 し て も 、 前 記 外 気 取 り 入 れ 口 部 か ら 冷 却 塔 に 取 り 込 ま れ る 外 気 流
は 、 散 水 さ れ て な い 充 填 材 の 領 域 を も 通 過 し 、 冷 却 塔 全 体 と し て の 風 量 が 全 充 填 材 へ の 散
布 時 の 風 量 と 同 一 に も 係 ら ず 、 有 効 な 風 量 が 不 足 し た 状 態 と な り 、 散 布 水 に 見 合 う 外 気 風
量 が 得 ら れ ず 、 充 分 な 熱 交 換 能 を 発 揮 で き な い 事 態 が 起 き る 場 合 が あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 こ の よ う に 前 記 散 水 域 の 充 填 材 に 散 布 さ れ る 水 量 に 見 合 う 充 填 材 の 単 位 面 積 当 た り の 外
気 量 が 不 充 分 な 場 合 は 、 充 填 材 の 単 位 面 積 当 た り の 水 量 を 確 保 し て も 冷 却 能 力 が 不 安 定 と
な り 、 低 下 す る 傾 向 を 採 る こ と な り 、 こ の 散 水 域 を 減 少 し た 時 に お い て も あ る 程 度 、 冷 却
能 力 を 安 定 し て 、 発 揮 で き る も の が 望 ま れ て い る 。
　 他 方 、 充 填 材 の 凹 凸 形 状 に よ っ て 最 大 及 び 最 小 の 散 水 量 が あ り 、 前 記 最 小 以 下 の 散 水 量
を 同 一 風 速 下 に お い て 散 水 し て も 充 填 材 の 濡 れ 壁 表 面 積 が 小 さ く な り 、 外 気 量 と 散 布 水 が
充 分 に 接 触 せ ず 、 冷 却 能 力 は 向 上 せ ず 、 低 下 す る 場 合 も あ る 。
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 外 気 取 り 入 れ 口 部 の 改 良 に よ り 、 前 記 上 部 水 槽 の 散 水 域 を 減 少 さ せ
、 散 水 さ れ る 充 填 材 の 領 域 を 狭 く し て も 、 散 水 域 の 充 填 材 に 散 布 さ れ る 水 量 に 見 合 う 充 填
材 の 単 位 面 積 当 た り の 外 気 流 量 を 確 保 し 、 全 充 填 材 上 に 散 布 水 を 散 布 す る 場 合 で は 使 用 不
可 能 な 湿 球 温 度 に お い て も 、 冷 却 能 力 を 安 定 さ せ 、 高 め る こ と を 可 能 と す る 冷 却 塔 を 市 場
に 提 供 す る こ と で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 特 定 発 明 は 、 上 部 水 槽 の 下 方 に は 、 充 填 材 が 配 置 し て あ り 、
上 部 水 槽 の 内 部 は 外 気 取 り 入 れ 口 部 の 幅 方 向 で 少 な く と も ３ つ の 領 域 に 区 分 さ れ て い る 冷
却 塔 に お い て 、
　 前 記 外 気 取 り 入 れ 口 部 は 、 前 記 上 部 水 槽 の 区 分 さ れ た 散 水 域 に 対 応 し て こ の 幅 方 向 で 少
な く と も ３ つ の 領 域 に 区 分 さ れ 、 少 な く と も ２ つ の 領 域 に あ る 外 気 取 り 入 れ 口 部 は 取 り 込
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み 量 が 調 整 可 能 な も の と し て あ る こ と を 特 徴 と す る 冷 却 塔 と し て あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 実 施 の 形 態 １
　 こ の 形 態 は 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 記 載 の 発 明 の 代 表 的 な 実 施 の 形 態 で あ る
。
　 図 １ 、 図 ２ に お い て 、 Ａ は 、 冷 却 塔 全 体 を 示 し 、 前 記 冷 却 塔 が ク ロ ス フ ロ ー 型 の 冷 却 塔
で あ り 、 こ の 冷 却 塔 Ａ の 上 部 水 槽 １ ０ の 下 方 に は 、 充 填 材 の 一 種 で あ る 密 閉 型 熱 交 換 器 １
１ が 配 置 し て あ り 、 こ の 上 部 水 槽 １ ０ の 内 部 は 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ２ の 幅 方 向 で ３ つ の 領
域 に 区 分 さ れ て い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ２ は 、 前 記 上 部 水 槽 １ ０ の 区 分 さ れ た 散 水 域 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５
に 対 応 し て こ の 幅 方 向 で ３ つ の 領 域 に 区 分 さ れ 、 左 右 両 側 の 領 域 に あ る 外 気 取 り 入 れ 口 部
１ ６ 、 １ ７ は 外 気 の 取 り 込 み 量 が 調 整 可 能 な も の と し て あ る 。
　 前 記 取 り 込 み 量 が 調 整 可 能 な 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ６ 、 １ ７ は 、 間 隔 を 置 い て 配 列 さ れ た
複 数 枚 の ル ー バ ー 羽 根 １ ８ か ら な り 、 各 ル ー バ ー 羽 根 １ ８ が そ の 長 手 方 向 の 軸 線 周 り に 回
動 可 能 と し て あ り 、 そ の 開 閉 度 を 調 整 可 能 と し て あ る 。
　 通 常 、 ル ー バ ー 羽 根 １ ８ は 全 開 位 置 と 全 閉 位 置 で 固 定 で き る も の を 用 い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 冷 却 塔 Ａ の 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ２ は 外 気 流 方 向 で 前 後 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た ２ 重
ル ー バ ー １ ９ 、 ２ ０ か ら な る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 ２ 重 ル ー バ ー １ ９ 、 ２ ０ 間 に 形 成 さ れ た 空 間 ２ １ は 、 前 記 上 部 水 槽 １ ０ の 区 分 さ れ
た 散 水 域 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ に 対 応 し て こ の 幅 方 向 で ３ つ の 領 域 に 区 画 板 ２ ２ に よ り 仕 切 ら
れ て い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ は 、 前 記 上 部 水 槽 １ ０ の 区 分 に 対 応 し て 前 記 ル ー バ ー １ ９ 、 ２
０ の 幅 方 向 に ３ つ の 領 域 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ に 区 分 さ れ て い る 。
　 前 記 上 部 水 槽 １ ０ の 区 分 さ れ た 散 水 域 １ ３ 、 １ ４ 。 １ ５ を 仕 切 る 仕 切 板 ２ ６ 、 ２ ７ に は
、 隣 接 す る 散 水 域 を 択 一 的 に 連 通 、 遮 断 す る た め の 開 閉 可 能 な ゲ ー ト ２ ８ が 夫 々 設 け ら れ
て い る 。
　 こ の よ う に 構 成 し た 形 態 の 作 用 を そ の 使 用 方 法 と 共 に 説 明 す る 。
　 前 記 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ 全 域 に 散 布 水 を 散 布 し こ の 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ 内 を 流 れ る 循 環
水 を 冷 却 す る 場 合 に は 、 前 記 ゲ ー ト ２ ８ を 開 き 、 ル ー バ ー 羽 根 １ ８ を 全 開 と し て 、 送 風 機
を 回 転 し て 、 前 記 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ 全 域 に 散 布 水 を 散 布 す る と 共 に 、 前 記 外 気 取 り 入 れ
口 部 １ ２ 全 域 か ら 外 気 を 取 り 込 み 、 前 記 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ 全 域 に 外 気 流 を 流 し 、 散 布 水
と 直 接 接 触 さ せ て 、 散 布 水 の 蒸 発 に 伴 う 気 化 の 潜 熱 で 散 布 水 を 冷 却 し 前 記 循 環 水 を 間 接 的
に 冷 却 す る 。
　 外 気 湿 球 温 度 が 変 化 し 、 前 記 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ を 流 下 す る 散 布 水 量 を 減 少 さ せ た 場 合
に 、 散 布 水 が 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ 表 面 に お い て 適 切 な 厚 さ の 水 膜 を 形 成 し な く な り 、 前 記
密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ の 表 面 凹 み 部 の み に 散 布 水 が 表 面 張 力 で 溜 ま る 状 態 と な り 、 外 気 流 と
の 接 触 面 積 が 少 な く な る 傾 向 を 取 る よ う に な る 直 前 に 、 前 記 ゲ ー ト ２ ８ を 閉 じ 、 上 部 水 槽
１ ０ の 中 央 に 位 置 す る 散 水 域 １ ４ を 使 用 し 、 前 記 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ の 中 央 の 領 域 ２ ４ の
み に 散 水 し 、 か つ 左 右 の 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ６ 、 １ ７ の ル ー バ ー 羽 根 １ ８ を 全 閉 す る 。 こ
の 状 態 で 、 前 記 ル ー バ ー 羽 根 １ ８ 全 開 時 の 回 転 数 で 送 風 機 を 回 転 す る と 、 外 気 流 は 前 記 両
側 の 領 域 に あ る 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ６ 、 １ ７ を 通 過 せ ず に 、 前 記 上 部 水 槽 １ ０ の 中 央 に 位
置 す る 散 水 域 １ ４ か ら 前 記 熱 交 換 器 １ １ に 散 布 さ れ て い る 部 分 に の み 、 中 央 の 外 気 取 り 入
れ 口 部 ２ ９ か ら 外 気 流 は 前 記 空 間 ２ １ に お け る 中 央 の 領 域 の み を 通 し て 乱 流 を 伴 わ ず に 流
入 す る 。
　 こ れ に よ り 、 総 風 量 の 摩 擦 損 出 を 無 視 す れ ば 、 風 速 が 増 大 す る こ と と な り 、 前 記 外 気 取
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り 入 れ 口 部 １ ６ 、 １ ７ を 閉 じ な い 場 合 よ り 散 水 域 の 前 記 熱 交 換 器 １ 1の 単 位 面 積 当 た り の
外 気 量 を 多 く 確 保 し 、 全 熱 交 換 器 １ １ 上 に 散 布 水 を 散 布 す る 場 合 で は 使 用 不 可 能 な 高 め の
湿 球 温 度 に お い て も 、 冷 却 能 力 を 発 揮 し 、 安 定 さ せ る 。
　 前 記 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ の 中 央 の 領 域 ２ ４ の み に 散 水 し 、 そ の 左 右 に は 散 水 さ れ ず 、 温
度 低 下 の 少 な い 空 気 で 前 記 密 閉 型 熱 交 換 器 １ １ の 中 央 部 分 が 左 右 か ら 挟 ま れ 、 こ の 空 気 は
、 前 記 空 間 ２ １ の 左 右 の 領 域 に も 拡 散 、 混 合 し 、 前 記 ル ー バ ー 羽 根 １ ８ の 内 側 を 暖 め 、 冬
季 の 氷 結 を 若 干 防 ぐ 。
　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 実 施 の 形 態 ２
こ の 形 態 は 、 請 求 項 ２ 、 ６ 記 載 の 代 表 的 な 実 施 の 形 態 で あ る 。
　 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 構 成 は 、 前 記 取 り 込 み 量 が 調 整 可 能 な 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ６ 、 １
７ の 前 記 開 閉 度 を 調 整 可 能 な ル ー バ ー 羽 根 １ ８ の 内 側 に は 、 開 閉 不 動 の 第 ２ ル ー バ ー １ ８
ａ が 冷 却 塔 Ａ の 機 枠 に 固 定 し て あ る （ 図 ３ 参 照 ） 。
　 そ の ほ か 、 実 施 の 形 態 1と 同 一 の 符 号 は 同 一 の 構 成 を 意 味 し 、 同 一 の 作 用 を 為 す 。
　 こ の 形 態 特 有 の 作 用 は 、 前 記 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ６ 、 １ ７ を 全 閉 す る と き に は 、 前 記 外
側 の ル ー バ ー 羽 根 １ ８ を 閉 じ て 、 左 右 両 側 に 位 置 す る 前 記 外 気 取 り 入 れ 口 部 １ ６ 、 １ ７ を
閉 じ る 。 そ の 他 の 作 用 は 、 実 施 の 形 態 1と 同 一 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 実 施 の 形 態 ３
　 こ の 形 態 は 、 請 求 項 ８ 記 載 の 代 表 的 な 実 施 の 形 態 で あ る 。
　 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 構 成 は 、 前 記 上 部 水 槽 １ ０ を 区 分 す る 仕 切 板 ２ ６ 、 ２ ７ は 、 水 位
が 高 い 場 合 に は 水 没 す る 堰 ３ ０ と し て あ る 。 そ の ほ か 、 実 施 の 形 態 1と 同 一 の 符 号 は 同 一
の 構 成 を 意 味 し 、 同 一 の 作 用 を 為 す 。
　 こ の 形 態 特 有 の 作 用 は 、 前 記 ゲ ー ト ２ ８ を 閉 じ る 代 わ り に 、 こ の 上 部 水 槽 １ ０ の 水 位 を
前 記 堰 ３ ０ よ り 低 く し 中 央 の 散 水 域 １ ４ の み か ら 散 布 水 を 散 水 す る 。
　 各 実 施 の 形 態 に お い て 、 前 記 ル ー バ ー 羽 根 １ ８ 、 １ ８ ａ の 長 手 方 向 は 垂 直 方 向 が 好 ま し
い が 、 水 平 方 向 で あ っ て も 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 含 ま れ 、 ま た 取 り 込 み 量 が 調 整 可 能
な も の と し て は 、 前 記 開 閉 型 の ル ー バ ー の 他 、 水 平 動 乃 至 上 下 動 す る シ ャ ッ タ ー 乃 至 雨 戸
型 の も の で も 、 各 請 求 項 記 載 の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 含 ま れ る 。
　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ８ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 上 部 水 槽 の 散 水 域
を 減 少 さ せ 、 散 水 さ れ る 充 填 材 の 領 域 を 狭 く し て も 、 散 水 域 の 充 填 材 の 単 位 面 積 当 た り の
外 気 量 を 確 保 し 、 全 充 填 材 上 に 散 布 水 を 散 布 す る 場 合 で は 使 用 不 可 能 な 湿 球 温 度 に お い て
も 、 冷 却 能 力 を 安 定 さ せ 、 高 め る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 前 記 の 外 気 取 り 入 れ 口 部 か ら の 雨
、 雪 な ど の 侵 入 を 未 然 に 防 止 で き る 。 殊 に 前 記 充 填 材 の 中 央 部 分 の み に 散 水 し 、 そ の 左 右
に は 散 水 さ れ ず 、 温 度 低 下 の 少 な い 空 気 で 前 記 充 填 材 の 中 央 部 分 は 左 右 か ら 挟 ま れ 、 こ の
空 気 は 、 前 記 空 間 の 左 右 の 領 域 に も 拡 散 、 混 合 し 、 前 記 ル ー バ ー 羽 根 の 内 側 を 暖 め 、 冬 季
の 氷 結 を 若 干 防 ぐ 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 外 気 流 が 冷 却 塔 の 中 央 部 を 流 れ 、
余 り 渦 流 が 起 こ ら ず に 送 風 機 に 吸 引 さ れ 、 通 風 抵 抗 が 少 な く で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 に 加 え て 、 前 記 空 間 の 中 央 に 取 り 込 ん だ 外 気 流 を
側 方 に 逃 が す こ と な く 、 ま た 両 側 の 空 間 の 空 気 を 吸 引 す る こ と も な く 外 気 を 散 水 さ れ て い
る 充 填 材 の 中 央 部 分 に 案 内 で き る 。
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 充 填 材 の 適 切 な 場 所 に 外 気 流 お よ
び 散 布 水 を 流 す 事 が 出 き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
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　 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 前 記 上 部 水 槽 へ の 配 管 を 簡 略 と し
て 、 前 記 ゲ ー ト の 開 閉 の み で 散 水 域 を 選 択 で き る 。
　 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 前 記 上 部 水 槽 へ の 配 管 を 簡 略 と し
、 水 位 調 整 で 散 水 域 を 選 択 で き る
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 実 施 の 形 態 １ の 全 体 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
　 【 図 ２ 】
　 図 １ の 正 面 図 で あ る 。
　 【 図 ３ 】
　 実 施 の 形 態 ２ の 要 部 を 示 す 概 略 縦 断 正 面 図 で あ る 。
　 【 図 ４ 】
　 実 施 の 形 態 ３ の 要 部 を 示 す 概 略 縦 断 正 面 図 で あ る 。
　 【 符 号 の 説 明 】
Ａ 　 　 冷 却 塔
１ ０ 　 上 部 水 槽
１ １ 　 閉 型 熱 交 換 器
１ ２ 　 外 気 取 り 入 れ 口 部
１ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ 　 散 水 域
１ ６ 、 １ ７ 　 外 気 取 り 入 れ 口 部
１ ８ 　 ル ー バ ー 羽 根
１ ９ 、 ２ ０ 　 ２ 重 ル ー バ ー
２ １ 　 空 間
２ ２ 　 区 画 板
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